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２０１３年（平成２５年）１月１８日１

平
成
二
十
五
年
頭
に
あ
た
り

隊
員
家
族
の
皆
様
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
の
諸
先
輩
の
皆
様
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
も
二
十
五
年
と
な
り
、
三
回
目
の
巳
年
と
な
り

ま
し
た
。

巳
年
は
金
運
は
良
い
が
、
天
下
動
乱
の
年
と
も
言
わ

れ
、
前
二
回
は
天
安
門
事
件
と
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
我
国
周
辺
で
も
、
近
隣
諸
国
の
不
穏
な
動

き
に
よ
り
国
家
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
事

態
が
度
々
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
我
々

実
力
部
隊
が
、
武
を

練
り
日
々
練
磨
し
一
朝
有
事
に
即
応
で
き
る
実
力
を
蓄

え
る
こ
と
で
、
国
家
の
安
寧
が
確
保
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
我
連
隊
は
、
切
磋
琢
磨
の
決
意
の
下
、
真
に

国
家
の
平
和
に
役
立
つ
部
隊
と
し
て
、
日
々
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
宜
し
く
ご
支
援
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

隊
員
一
同
に
成
り
代
わ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

隊
員
の
皆
様
並
び
に
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
、
平
成

二
十
五
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
の
今
年
の
座
右
の
銘
は
、
「
鼓
舞
」

で
す
。

広
辞
苑
に
は
、
「
自
ら
を
励
ま
し
勢
い
を
つ
け

る
」
と
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
大

会
に
お
い
て
出
場
し
た
我
が
日
本
の
選
手
、
自
ら

を
鼓
舞
し
て
戦
っ
た
勇
姿
が
未
だ
に
脳
裏
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
。

隊
員
の
皆
様
も
ど
う
か
自
ら
を
鼓
舞
さ
れ
て
、

自
衛
官
と
し
て
の
誇
り
と
、
自
信
を
も
っ
て
使
命

達
成
に
邁
進
さ
れ
ん
事
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
最
良
の

年
と
な
り
ま
す
事
を
願
っ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

六

甲
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第
二
整
備
大
隊
長

二
等
陸
佐

澤
内

將
門

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
皆
々
様
よ
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
第
二
整
備
大
隊
、
師
団
の
直
接
支
援
部
隊

と
し
て
、
第
一
線
部
隊
の
任
務
達
成
を
第
一
義
に
支

援
任
務
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
整
備
回
収

の
要
請
に
対
し
師
団
管
内
何
処
に
で
も
進
出
し
任
務

を
果
た
す
所
存
で
す
。

本
年
も
第
二
整
備
大
隊
へ
の
ご
愛
顧
ご
厚
情
の
程

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

衛
生
隊
長

三
等
陸
佐

川
井

雅
文

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
、
衛
生
隊
長
拝
命
以
来
、
早

五
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
衛
生
隊
が
無
事
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
て
関
係
各
位
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
、
任
務
が
益
々
多
様
化
す
る
中
、
自
身
の
責

任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
よ
り
一
層
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
精
一
杯
部
隊
と
と
も
に
任

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

昨
年
同
様
、
関
係
各
位
に
ご
支
援
、
ご
指
導
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
部
付
隊
長

一
等
陸
尉

福
原

宏

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
層
厳
し
さ
と
不
透
明
感
を
増
す
安
全
保
障
環
境

を
踏
ま
え
、
何
時
如
何
な
る
任
務
を
与
え
ら
れ
て
も

こ
れ
に
即
動
、
完
遂
で
き
る
よ
う
部
隊
を
練
成
し
国

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
隊
員
一
同
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

本
年
も
昨
年
同
様
、
本
部
付
隊
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

輸
送
隊
長

二
等
陸
佐

橋
本

博
己

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
輸
送
隊
長
に
着
任
し
て
９
ヶ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
師
団
訓
練
検
閲
受
閲
や
輸
送
隊
創
隊
五

十
周
年
等
、
慌
し
く
も
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。

今
年
は
師
団
唯
一
の
輸
送
専
門
部
隊
と
し
て
操
縦

技
能
を
は
じ
め
輸
送
技
術
を
向
上
さ
せ
、
い
か
な
る

困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
生
き
残
り
そ
し
て
任
務
を

完
遂
で
き
る
日
本
一
の
輸
送
隊
を
目
指
し
て
、
輸
送

隊
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補
給
隊
長

二
等
陸
佐

池
田

裕
孝

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
例
年
同
様
、
多
忙
を
極
め
る
一
年
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
補
給
隊
全
隊
員
一
致
団
結
し
、

皆
様
と
と
も
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
隊
務
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
御
指
導
・
御
支
援
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
整
備
大
隊
長

三
等
陸
佐

植
松

佳
郎

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
八
月
に
大
隊
長
上
番
以
来
、
十
九
年
ぶ
り

の
部
隊
勤
務
に
機
関
と
は
ま
た
違
っ
た
部
隊
の
空
気

を
感
じ
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
年
で
し
た
。

今
年
は
巳
年
で
す
の
で
じ
っ
く
り
と
地
に
足
を
つ

け
て
（
蛇
に
足
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
）
私
と
大
隊
の

実
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日
（
月
）

～
四
日
（
火
）
の
間
、
伊
丹
市
内
の
猪
名
川
河

川
敷
に
お
い
て
、
連
隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施

し
た
。

本
競
技
で
は
、
連
隊
長
を
は
じ
め
、
連
隊
全

隊
員
が
参
加
し
て
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
の
記
録

に
挑
ん
だ
。

沿
道
か
ら
の
熱
い
応
援
が
飛
び
交
う
中
、
選

手
た
ち
は
部
隊
の
総
合
優
勝
を
目
指
し
日
頃
の

訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

優 勝 第２整備大隊 １２分３６秒

準優勝 第１整備大隊 １３分０５秒

１０代・２０代の部 ３０代の部 ４０代・５０代の部

２整大２ＤＳ
２曹 隠岐 優男（４１）
記録： ９分５１秒

２整大２ＤＳ
３曹 中山 貴洋（２１）
記録： ９分３３秒

女性自衛官の部 陸士の部

２整大１ＤＳ
士長 後藤 友洋（２５）
記録： ９分４５秒

２整大戦車ＤＳ
２士 福田 楓（１８）
記録：１０分５３秒

２整大１ＤＳ
２尉 榊原 直哉（３７）
記録： ９分５１秒

優勝を目指して力走する選手達ゴール手前で懸命に走る隊員選手宣誓
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連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
（
水
）
、
千
僧
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
連
隊
銃
剣
道
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
で
は
、
各
部
隊
の
選
抜
選
手
が
参
加
し
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
統
裁
官
よ
り
「
勝
ち
に
こ
だ
わ
れ
」
、
「
品
格
を
保

て
」
、
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
三
点
が
要
望
さ
れ
た
後
、
競
技
が

一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。

試
合
で
は
、
白
熱
し
た
試
合
展
開
で
、
選
手
達
は
日
頃
の
練
成
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
気
合
い
の
あ
る
一
突
き
と
鋭
い
剣
裁
き

で
、
好
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
各
部
隊
は
選
手
達
に
対
し
て
熱

の
入
っ
た
応
援
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
も
来
隊
さ
れ
、
本
競
技
会
を
観
戦
さ

れ
た
。

観戦されるＯＢ会役員の方々相手の隙を一突き気合いの入った一突き

優 勝 準優勝 第３位

第２整備大隊Ａチーム

（本部・偵察支援小隊）

第２整備大隊Ｇチーム

（高射直接支援隊）

女性自衛官の部 ２年未満の部 ２年以上の部

２整大１ＤＳ
士長 澤見 やよい

２整大戦車ＤＳ
士長 亀飼 裕典

１整大火車中
士長 山本 啓介
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連
隊
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お

い
て
、
駐
屯
地
年
末
行
事
に
参
加
し
た
。

年
末
行
事
で
は
餅
つ
き
を
実
施
し
た
ほ
か
、
家
族
支
援
の
一
貫
と
し
て
隊

員
家
族
の
子
供
達
が
参
加
す
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
行
事
に
は
連
隊
協
力
者
及
び
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
も
多
数

参
加
し
て
頂
き
、
隊
員
を
激
励
さ
れ
る
と
と
も
に
懇
談
に
お
い
て
昔
話
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。

隊
員
達
は
職
場
で
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
新
年
へ

の
活
力
を
養
い
一
時
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

連
隊
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
九
日
（
火
）
、
平
成

二
十
五
年
連
隊
訓
練
始
め
を
実
施
し
た
。

訓
練
始
め
当
日
は
、
身
が
引
き
締
ま
る
寒
さ
が
残
る

気
温
で
あ
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
千
僧
駐
屯
地

か
ら
久
代
射
場
ま
で
の
市
街
地
を
徒
歩
行
進
し
た
。

連
隊
長
率
い
る
連
隊
本
部
か
ら
行
進
を
開
始
し
、
各

部
隊
は
、
部
隊
長
を
先
頭
に
部
隊
旗
を
掲
げ
て
千
僧
駐

屯
地
を
出
発
。

通
勤
時
間
も
重
な
り
、
一
般
市
民
が
驚
い
た
表
情
で

部
隊
を
見
守
る
中
、
隊
員
達
は
威
風
堂
々
と
行
進
訓
練

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
勇
姿
を
披
露
し
た
。

第２整備大隊

餅つきをする連隊ＯＢ会長力強く餅つきをする隊員

隊員と餅つきをする子供ビンゴゲームを楽しむ子供達

輸 送 隊衛 生 隊

第１整備大隊 本部付隊

補 給 隊
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（
二
等
陸
曹
へ
）

本
部
付
隊

村

野

佳

規

一
整
大
火
車

川

西

亮

〃

江

馬

久

弥

〃
通
電

吐

山

亮

〃

吉

武

宣

昭

〃
工
回

藤

原

康

秀

二
整
大
二
普

宇
都
宮

正
武

〃

森

田

尚

宏

〃
三
普

小

松

成

男

〃
特
科

西

嶋

則

人

〃
戦
車

尾

前

春

治

補

給

隊

安

達

美

和

輸

送

隊

中

村

一

生

衛

生

隊

岡

本

輝

也

〃

永

原

郁

弥

〃

佐

藤

正

樹

〃

山

本

正

吾

（
三
等
陸
曹
へ
）

一
整
大
火
車

長

濱

優

香

〃

南

隆

太

〃
工
回

白

倉

築

二
整
大
二
普

元

原

正

貴

〃
三
普

中

尾

光

伸

補

給

隊

松

本

晃

典

〃

井

置

健

（
陸
士
長
へ
）

本
部
付
隊

目
春

菜
美
子

一
整
大
本
付

松

井

和

樹

〃
火
車

松

尾

累

〃

藤

田

裕

加

〃

平

子

功

史

〃
通
電

梅

原

拳

人

〃
工
回

近

藤

卓

裕

〃

磯

部

智

広

二
整
大
一
普

荊

尾

美

幸

〃

駿

河

祐

介

〃

老
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二
十
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一
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庶務班長 井上曹長

広報班長 小南２曹

広報陸曹 久松２曹

転
出
、
依
願
退
職
、
任
期
満
了
退
職
及
び
定
年
退
官
さ

れ
る
皆
様
へ
の
ご
案
内
で
す
。

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
員

相
互
の
親
睦
及
び
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
第
三
後
方

支
援
連
隊
の
活
動
及
び
行
事
等
を
後
援
し
て
、
そ
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
会
で
す
。

Ｏ
Ｂ
会
発
展
の
た
め
、
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
会
さ
れ
る
方
は
、
各
部
隊
人
事
担
当
者
ま
で
。

連
隊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

等
か
ら
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法
：
「
第
三
後
方
支
援
連
隊
」
を
検
索→

「
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」→

を

ク
リ
ッ
ク
！

ア
ド
レ
ス

w
w
w
.
m
od.
go.
jp/
gsd
f/m
ae/

3

3
d
/
3l
o
g/
i
nd
e
x.
h
tm
l

読
者
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
巳
年
で
す
が
、
「
巳
」
（
み
、
し
）
と
い
う
字
は
胎
児
の

形
を
表
し
た
象
形
文
字
で
、
蛇
が
冬
眠
か
ら
覚
め
て
地
上
に
は
い
出
す
姿
を

表
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
「
起
こ
る
、
始
ま
る
、
定
ま
る
」
な
ど
の
意
味

も
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
七
福
神
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
「
弁
財
天
」
は
蓄
財
と
芸
能
の

女
神
で
す
が
、
蛇
の
形
を
し
た
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
事
も
多
い
で
す
。

そ
の
他
に
も
巳
の
特
徴
と
し
て
、
「
探
求
心
と
情
熱
」
蛇
は
執
念
深
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
恩
を
忘
れ
ず
、
助
け
て
く
れ
た
人
に
は
恩
返
し
を
す
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
も
、
今
年
か
ら
は
、
何
か
を
始
め
て
情
熱
を
持
っ
て
、
探
求
出
来
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
連
隊
は
、
「
日
本
一
の
連
隊
」
を
目
標
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

各
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
で
「
日
本
一
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

広
報
班
も
日
本
一
の
広
報
誌
「
六
甲
」
が
出
来
る
よ
う
探
求
心
を
持
っ
て

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
年
も
ご
愛
読
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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